














































































































































1958 昭和33 64 ③『長唄三絃譜』４･５
1959 昭和34 65 ③『長唄三絃譜』６･７
1960 昭和35 66










1971 昭和46 77 ⑦『栄二・三絃譜』１改
1972 昭和47 78 ⑦『栄二・三絃譜』２改･３改
1973 昭和48 79
1974 昭和49 80 ⑦『栄二・三絃譜』10
1975 昭和50 81 ⑦『栄二・三絃譜』11･４改
1976 昭和51 82 ⑦『栄二・三絃譜』12･５改


































































































































































第1巻 栄二・三絃譜　第壱巻 改訂再版 1971/10/** 邦楽社 × ○ ○
第2巻 栄二・三絃譜　第弐巻 改訂再版 1972/01/15 邦楽社 × ○ ○
第3巻 栄二・三絃譜　第参巻 改訂再版 1972/05/15 邦楽社 × ○ ○
第4巻 栄二・三絃譜　第四巻 改訂再版 1975/06/01 杵屋栄二 × ○ ○
第5巻 栄二・三絃譜　第五巻 改訂再版／助成金 1976/05/** 杵屋栄二 ○ × ○
第6巻 栄二・三絃譜　第六巻 改訂再版／助成金 1977/06/** 杵屋栄二 ○ × ○
第7巻 （資料未確認） × × ×
第8巻 （資料未確認） × × ×
第9巻 栄二・三絃譜　第九巻 三世杵屋栄蔵師校訂 1967/02/20 邦楽社 × ○ ○
第10巻 栄二・三絃譜　第十巻 1974/01/01 邦楽社 × ○ ○
第11巻 栄二・三絃譜　第十一巻 1975/01/01 邦楽社 × ○ ○
第12巻 栄二・三絃譜　第十二巻　 1976/01/01 杵屋栄二 ○ ○ ○
第13巻 栄二・三絃譜　第十三巻 助成金 1977/01/** 杵屋栄二 ○ ○ ○
第14巻 栄二・三絃譜　第十四巻 助成金 1977/11/** 杵屋栄二 × ○ ○





























栄二譜 な ひ と ふ た み よ や い つ む ね な
小十郎譜 7 1 ＃１ 2 ＃2 3 4 ＃4 5 ＃5 6 ♭7 7













































































































































































































































































① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
1 あきのいろくさ 秋色種 10杵屋六左衛門/弘化2 44
2 あけのかね めりやす　明の鐘 不明 1 1-1 1-1
3 あけぼの あけぼの 3杵屋栄蔵/昭和3 14-8
4 あさがお めりやす　朝顔 11杵屋六左衛門/文久3 3-2 3-2
5 あさづまぶね 浪枕月浅妻(月雪花名残文台) 2杵屋佐吉/文政3 3-5 3-5
6 あづまのはなむらさきたんぜん 東花紫丹前 杵屋栄二/昭和5（藤浪辰太郎作歌） 1-10
7 あづまはっけい 吾妻八景 4杵屋六三郎/文政12 32 5-9 5-9
8 あめうりどへい 飴売土平 3杵屋栄蔵/昭和10（山崎青雨作詞） 100
9 あやつりさんばそう 柳糸引御摂（操三番叟） 杵屋彌十郎/嘉永6 2-6 2-6
10 あやめゆかた 菖蒲浴衣 3杵屋正治郎/安政6 18 5-2 5-2
11 いせおんど 伊勢音頭 3杵屋正治郎/明治16 20 1-6 1-6
12 いづつ 井筒 杵屋栄二/昭和35 9-10
13 いなかみこ いなか神子（七字の花在姿絵） 9杵屋六左衛門/文化3 1-7 95 1-7
14 いぬがみ 犬神（恋罠奇掛合） 2杵屋正次郎/文化9 26 14-3
15 いまようかすがりゅうじん 今様春日龍神 3杵屋正治郎/明治3 9-4
16 いまようかんたん 今様邯鄲（大蔵卿邯鄲） 3杵屋正治郎/明治31以前 103
17 いまようこかじ 今様小鍛冶（根岸小鍛冶） 3杵屋勘五郎/元治1 3-6 78 3-6
18 いまようしきのことぶき 今様四季の寿 2杵屋勝三郎/慶應3 17 17
19 いまようまつのことぶき 今様松廼寿 3杵屋勘五郎/明治3 63
20 いまようもちづき 今様望月 3杵屋正治郎/明治15 23 8-4
21 いろみぐさつきのさかずき 色見草月盃（紅葉狩） 1杵屋正次郎/安永5 5-5 5-5
22 うきふねのあさづま 浮舟の浅妻（七重咲浪花土産） 10杵屋六左衛門/弘化3 89 14-5
23 うじえまき 宇治絵巻 3杵屋栄蔵/昭和16（木村富子作詞） 12-3
24 うしろめん うしろ面（柳雛諸鳥囀） 冨士田吉治･杵屋忠次郎/宝暦12 13-8
25 うすごおり うす氷 2杵屋勝三郎/安政3 4-7 4-7
26 うめがえのふみうり 梅枝文売（七重咲浪花土産） 10杵屋六左衛門/弘化3 88 14-4
27 うめのさかえ 梅の栄 3杵屋正治郎/明治3 3 7-6
28 うらしま 浦島（拙筆力七以呂波） 4杵屋三郎助添削/文政11 19 6-6 6-6
29 えがくてっさい ゑがく鉄斎 3杵屋栄蔵/昭和17 10-5
30 えちごじし 越後獅子（遅桜手爾葉七字） 9杵屋六左衛門/文化8 34 12-7
31 えにしのはし 唄浄るり　えにしの橋 2杵屋勝三郎(3杵屋正治郎との説あり)/安政3　 6-3 80 6-3
32 おいまつ 老松 4杵屋六三郎/文政3 28 3-9 3-8
33 おきなせんざいさんばそう 翁千歳三番叟 10杵屋六左衛門/安政3 118
34 おしえぐさよしわらすずめ 教草吉原雀 冨士田吉治･杵屋作十郎/明和5 35 10-7
35 おしちきちさ お七吉三 3杵屋栄蔵/大正13（坪内逍遥作詞） 56
36 おどりこむすめ 踊子娘 杵屋栄二/昭和33（石井国之作詞） 6-10 6-10
37 おりどの 織殿 杵屋六翁/嘉永1（三学堂作詞） 65
38 おんなぎ めりやす　女気 3杵屋正治郎/明治16 1,2 1-5 1-5
39 かいぞうほうじゅ 海蔵宝珠 3杵屋栄蔵/昭和11（木村富子作詞） 85
40 かがのきく 加賀の菊 不明 9-1
41 かすがのつぼね 春日の局 3杵屋正治郎/明治24（福地桜痴作詞） 121
42 かぶきおどり 歌舞伎踊 不明 12-1
43 かんじょ 八島落官女の業 4杵屋三郎助/天保1 38
44 かむろ 禿 不明 (52)
45 かんじんちょう 勧進帳 4杵屋六三郎/天保11 49
46 きくじゅのくさずり 菊寿の草摺 1杵屋正次郎/天明7 2-9 2-8
47 きくづくし 菊づくし 不明 13-1
48 きくのかおり 新曲　菊のかをり 杵屋佐吉･杵屋栄蔵･杵屋勝太郎/昭和3（中内蝶二作詞） 91
49 きしのやなぎ 岸の柳 3杵屋正治郎/明治6 6 13-3
50 きしゅうどうじょうじ 紀州道成寺 5杵屋三郎助/文久1 11-3
51 きねのさかえ 杵の栄 3杵屋栄蔵/昭和9（高澤初風作詞） 25 2-10 2-9
52 きのえねまち 甲子待 不明 152
53 きみがよしょうちくばい 松竹梅乙女舞振（君ヶ代松竹梅） 杵屋彦次郎・3杵屋正治郎/天保14 14 1-4 1-4
54 きみのにわ 喜三之庭 2杵屋勝三郎/安政6 41 1-9 11-4
55 きょうらんくもいのそで 狂乱雲井袖（仲蔵狂乱） 1杵屋正次郎/天明4 69 11-8
56 きょうらんひだりききます 狂乱左当升（団十郎狂乱） 2杵屋正次郎/文化10 151
57 ぎょくどうふっき 玉堂富貴 3杵屋栄蔵/昭和15（高澤初風作詞） 6-8 6-8






②＝『栄二三絃譜』 ③＝『長唄三絃譜』 ④＝『杵栄稽古本』 ⑤＝『杵栄譜本』 ⑥＝『栄二譜本』 ⑦＝『栄二･三絃譜』
東文研 国立 国会
1 ①1938/11/20発行。
2 ⑦ ⑦ ①1929/10/15発行。 ①内題に「替唄」とある。唄い出し:うめさくら。②⑦元の歌詞と替唄の歌詞の2種類を記載。
3 ⑦ ⑦ ⑦大礼博覧会（昭和3年5月1-3日、上野）よし町花柳界連中上演。
4 ⑦ ⑦
5 ⑦ ⑦ ②⑦3松島庄五郎から教えを受けたという「三日の月」のあとの別の合方の譜あり。
6 ⑦ ⑦ ⑦第15回長唄東紫会新曲(昭和5年2月27日)。演奏者連名あり。
7 ⑦ ③ ⑦ ①1936/08/08発行、1942/03/**再版。 ①譜本は2種類あり。
8 ⑤ ⑤1974/01/**。 ⑤第73会鶴命会(昭和10年4月26日)開曲。昭和48年11月11日杵栄会大会で作曲当時の型に戻す。
9 ⑦ ⑦ ②⑦初演時の「其恋草は～御祈祷なり」、「相生の～若緑」までの譜あり。
10 ⑦ ③ ⑦ ①1934/07/13発行、1938/11/**再版。 ①譜本は2種類あり。
11 ⑦ ⑦ ①1934/08/26発行。 ②⑦譜本表紙の目次では7曲目。
12 ⑦ ⑦ ⑦昭和35年5月東横ホールにて上演。『春曙五彩画』五変化の一。
13 ⑤ ⑤⑦ ⑦ ⑤1973/05/**。1977/02/**再版。 ②⑦譜本表紙の目次では6曲目。⑤初版と改訂再版2種類あり。正本連名あり。追善の人物についての覚書。
14 ⑦ ⑦ ①1936/03/28発行。
15 ⑦ ⑦ ⑦「春は萌出る」より「哀れなり」の後の合方迄は杵屋正彦の補作という。
16 ⑤ ⑤1974/05/**。 ⑤明治31年「一條大蔵卿」曲舞の場に使用したというが作曲者杵屋正治郎は明治29年没。
17 ⑥ ⑥⑦ ⑦ ⑥1971/09/**。 ⑥「栄二譜本」とある（譜本番号としては「杵栄譜本」の範囲）。
18 ⑤ ⑤ ①1934/07/13発行。⑤1972/01/**。
19 ④ ④1970/01/**。 ④上：胡蝶之舞、下：松廼舞
20 ①1934/12/13発行。
21 ⑦ ③ ⑦
22 ⑤ ⑤⑦ ⑦ ⑤1972/09/**。
23 ⑦ ⑦ ⑦ ⑦松竹舞踊会(昭和16年5月21-25日)に開曲。
24 ⑦ ⑦ ⑦
25 ⑦ ⑦
26 ⑤ ⑤⑦ ⑦ ⑤1972/08/**。
27 ①1930/05/05発行、1940/03/**再版。 ①譜本は2種類あり。
28 ⑦ ⑦ ①1934/08/24発行。
29 ⑦ ⑦
30 ⑦ ⑦ ⑦ ①1937/01/28発行、1940/09/06再版。 ①譜本は2種類あり。
31 ⑦ ⑦ ⑤1971/12/**。
32 ⑦ ⑦ ①1936/06/06発行。
33 ⑥ ⑥ ⑥1976/08/**。 ⑥《鈴の段》の譜あり。
34 ⑦ ⑦ ①1937/01/28発行。
35 ⑤ ⑤1974/04/**。 ⑤常磐津との掛合のために作曲。その後長唄のために改作。
36 ⑦ ⑦ ③⑦昭和33年3月25日松坂屋ホール。菊と桜の会「女人抄」の内。振付･立方:坂東志満。
37 ④ ④1970/03/**。
38 ⑦ ⑦ ①1929/10/15発行、1930/01/25発行、1940/03/28再版。 ①譜本は3種類あり。1929年の発行では第1編、1930年発行、1940年再版では第2編。
39 ⑤ ⑤ ⑤1972/05/**。 ⑤日本舞踊協会5周年記念（昭和11年3月・東京劇場）。波多海蔵氏を祝う新曲。
40 ⑦ ⑦
41 ⑥ ⑥1944/05/**3世杵屋栄蔵校訂、1976/11/**。 ⑥既刊目次あり。





47 ⑦ ⑦ ⑦ ⑦初演時の考証と舞踊中村流の段切の譜あり。
48 ⑤ ⑤ ⑤1973/02/**。 ⑤昭和3年11月26-27日東京帝国劇場にて開曲。長唄協会員一同演奏「御大典奉祝 新曲」。
49 ⑦ ⑦ ⑦ ①1931/08/08発行。 ①譜本は2種類あり。
50 ⑦ ⑦
51 ⑦ ⑦ ①1935/09/03発行。 ②⑦若柳流の舞踊曲として作曲。
52 ⑥ ⑥1976/05/**。 ⑥「脇狂言」の説明。
53 ⑦ ⑦ ①1934/02/22発行。 ⑦3杵屋正治郎17歳の処女作との言伝えあり(6芳村伊十郎談)。
54 ⑦ ①⑦ ①1938/05/23発行。
55 ④ ④1970/08/**。
56 ⑥ ⑥1975/11/**。 ⑥正本連名あり。
57 ⑦ ⑦ ③⑦第83回長唄鶴命会に発表。










59 くまどりあたかのまつ 隈取安宅松 冨士田吉治･藤間勘左衛門/明和6 6-4 6-4
60 くものひょうしまい 我背子恋合槌（蜘蛛拍子舞） 1杵屋佐吉/天明1 42 4-3 4-3
61 くろかみ めりやす　黒髪 1杵屋佐吉/天明4 1 1-2 1-2
62 けいせい 傾城（遅桜手爾葉七字） 9杵屋六左衛門/文化8 83 12-4
63 けいせい 傾城（四季詠寄三大字） 1杵屋勝五郎/文化10 97 11-2
64 けいせい 傾城（柳雛諸鳥囀） 杵屋栄二復曲/昭和38 13-9
65 けいせい 傾城（拙筆力七以呂波） 4杵屋三郎助/文政11 13 9-7
66 けいせい 傾城（初雁） 杵屋栄二復曲/昭和37 14-10
67 けいせい 八月傾城（花■十二月所作） 2杵屋勝五郎/天保11 7-9 68
68 けいせいむけんのかね 傾城むけんの鐘 坂田兵四郎(推定)/享保16 11-1
69 げきぶしかいらいし 外記節　傀儡師 4杵屋三郎助/天保7 76 76
70 げきぶしさる 外記節　猿 4杵屋三郎助/文政7 45 5-8 5-8
71 げっかのつる 月下鶴（月五首） 11杵屋六左衛門/元治1 74 9-6
72 げつぜんのきぬた 月前の砧 杵屋彦次郎/嘉永7 73 73
73 こいおとこしらべのまつかぜ 恋男調松風 4杵屋六三郎/文化9 64
74 こかじ 小鍛冶 2杵屋勝五郎/文政4 33 4-6 4-6
75 ごだいりき めりやす　五大力 杵屋彌十郎/寛政7 3-1 3-1
76 ことぶき めりやす　寿 不明 11 2-1 2-1
77 ことぶき めりやす　寿 1杵屋六翁/嘉永6 123 14-1
78 ことぶきさんばそう 寿三番叟 3杵屋栄蔵編作曲/昭和12 87
79 ことぶきににんしょうじょう 寿二人猩々 9杵屋六左衛門/不明 93
80 こまうり 独楽売 3杵屋栄蔵/大正12（岡鬼太郎作詞） 53
81 こもそう こもそう（其容形七枚起請） 冨士田吉治･杵屋作十郎/明和7 10-3
82 ごろう 時致（五郎） 10杵屋六左衛門/天保12 30 10-6
83 さがみあま 相模蜑（遅桜手爾葉七字） 9杵屋六左衛門/文化8 77 12-9
84 さぎむすめ 鷺娘（柳雛諸鳥囀） 冨士田吉治･杵屋忠次郎/宝暦12 13-7
85 さくらがり 桜狩 10杵屋六左衛門/不明 12 8-2
86 ささぐるはな 捧る花 12杵屋六左衛門/明治31 84
87 ささのつゆ 笹の露 3杵屋栄蔵/昭和16（佐藤要作詞） 5-7 5-7
88 ざとう 座頭（遅桜手爾葉七字） 9杵屋六左衛門/文化8 12-5
89 さとのしき 里廼四季 13杵屋六左衛門･5杵屋勘五郎/明治37 9 3-3 9 3-3
90 さんきょくしょうちくばい 三曲松竹梅 杵屋照海/元治1 61
91 さんぼうしょう 三宝鈔 杵屋栄二/昭和29（香取仙之助作詞） 10-10
92 しおくみ 汐汲（七枚続花の姿絵） 2杵屋正次郎/文化8 36 4-1 4-1
93 しかくばしらさるのくせまい 三升猿曲舞 4杵屋六三郎/文政2 16 7-2
94 しきのながめ 四季の詠 12杵屋六左衛門/明治5 86
95 しきのにぎわい 四季の賑 3杵屋栄蔵/明治42（永井素岳作詞） 54 54
96 しきのはなざと 四季の花里 5杵屋三郎助/安政6 79
97 しきのほし 四季の星 杵屋栄二/昭和33（渥美清太郎作詞） 8-10
98 しきのやまんば 四季の山姥 3杵屋勘五郎/文久3 2-8 2-7
99 しずはたおび 八重霞賤機帯 4杵屋三郎助/文政11 48 9-5
100 しちだんめおかる 七段目おかる 2杵屋勝三郎/弘化4 16 7-3
101 しちふくじん 七福神 不明 43
102 しゃっきょう 外記節　石橋 10杵屋六左衛門/文政3 8-5
103 じゅうにだん-1 十二段 上の巻 1杵屋六翁/嘉永年間 126
104 じゅうにだん-2 十二段 下の巻 1杵屋六翁/嘉永年間 127
105 しゅしょうき 朱鐘馗（遅桜手爾葉七字） 杵屋栄二復曲/昭和30 12-10
106 しゅんきょうかがみじし 春興鏡獅子 3杵屋正治郎/明治26 1-8 1-8
107 しょうちくばい 松竹梅(室咲) 2杵屋正次郎/不明 62
108 しらがしらついのたつやり 白頭対達鎗 3杵屋栄蔵/昭和3 111
109 しらびょうしのはなのえん 舞妓の花の宴（翫雀男舞） 10杵屋六左衛門/天保9 15 2-4 2-4
110 しろざけうり 白酒売（春昔由縁英） 1杵屋正次郎/天明5 4-9 4-9
111 しんえんのあした 新曲　神苑の朝 3杵屋栄蔵/昭和13（河上渓介作詞） 40 13-6
112 しんきみがよ 新君賀代 12杵屋六左衛門/明治32 8 6-9 6-9
113 しんきょくうらしま 新曲浦島 13杵屋六左衛門･5杵屋勘五郎/明治39（坪内逍遥作歌） 29
114 しんさぎむすめ 新鷺娘（花翫暦色所八景） 10杵屋六左衛門/天保10 124
115 しんしゃっきょう 新石橋（牡丹蝶扇彩） 3杵屋正治郎/明治11 110
116 しんだいごのはなみ 新醍醐の花見 杵屋栄二/昭和27（松本亀松作詞） 3-10
117 しんへいけものがたり 新平家物語 杵屋栄二/昭和32（吉川英治原作） 2-10
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60 ⑦ ⑦ ①1938/09/29発行。
61 ⑦ ⑦ ①1929/10/15発行。
62 ⑦ ⑦ ⑦
63 ⑤⑦ ⑦ ⑤1973/08/**。
64 ⑦ ⑦ ⑦ ⑦昭和38年NHK-TV大谷友右衛門が「鷺娘」と組に上演のため依頼にて復曲。
65 ⑦ ⑦ ①1934/02/22発行。
66 ⑦ ⑦ ⑦杵屋蔦子が伝承していた曲とは別曲。作曲の経緯が書かれている。
67 ④ ④1970/07/**。 譜本曲名の■は「兄」と「弟」の合字。
68 ⑦ ⑦
69 ④ ⑤ ④1971/07/**。⑤1971/07/**。1975/03/**再版。
70 ⑦ ③ ⑦ ①1938/11/20発行。
71 ④ ⑦ ⑦ ④1971/04/**。 ⑦10杵屋六左衛門七回忌追善曲。「月五首」の解説と《月下鶴》の演奏者連名。
72 ④ ⑤ ④1970/11/**。⑤1970/11/**。1975/03/**再版。
73 ④ ④1970/02/**。
74 ⑦ ⑦ ①1936/09/20発行。
75 ⑦ ⑦
76 ⑦ ⑦ ①1933/12/04発行。
77 ⑦ ⑦ ⑥1977/01/**。 ⑦「替手は堅田喜千治さんより頂いたものです。」正本連名あり。
78 ⑤ ⑤ ⑤1972/07/**。 ⑤「三代杵屋栄蔵師が杵栄派弾初用として、雛鶴三番叟を改編曲したるもの」
79 ⑤ ⑤1973/04/**。 ⑤増補部分「年たち時来り～」の採譜あり。4(5)杵屋巳太郎作曲部分。
80 譜本名称：「栄二・三絃譜　第五十三」。初演：大正12年3月第2回羽衣会。
81 ⑦ ⑦
82 ⑦ ⑦ ①1936/08/08発行。
83 ⑤⑦ ⑤⑦ ⑦ ⑤1971/08/**。
84 ⑦ ⑦ ⑦ ⑦3杵屋正治郎増補改訂の譜あり。
85 ①1933/12/15発行。
86 ⑤ ⑤ ⑤1972/05/**。 ⑤奠都30年祭新曲（明治31年4月）。
87 ⑦ ③ ⑦ ③⑦杵屋栄美次事よし町芸妓金本さだ初七日手向新曲。前弾･後奏栄二補曲(昭和24年4月)。
88 ⑦ ⑦ ⑦ ⑦素唄としては消滅。舞踊中村流にのみに残る貴重な曲。中村芝賀より教えを受ける。
89 ④ ⑦ ⑦ ①1932/10/03発行、1933/02/27発行。④1970/04/**再版。 ①譜本は2種類あり。②⑦「通ふらん」まで13杵屋六左衛門、それ以降⑤杵屋勘五郎作曲という。
90 ④ ④1969/09/**。
91 ⑦ ⑦ ⑦花柳徳太郎喜寿祝の舞踊会（昭和29年10月27日）に開曲。
92 ⑦ ①⑦ ①1937/05/31発行。
93 ①1934/04/23発行。
94 ⑤ ⑤ ⑤1972/06/**。
95 ④ ⑤ ④1968/07/**。⑤1968/07/**成、1974/01/**再版。 ④⑤内題なし。明治42年、下谷同朋町芸妓検番の新曲。花柳界の新曲で3杵屋栄蔵初めての作曲。
96 ⑤ ⑤ ⑤1971/10/**。 ⑤研精会の伝承とは異なるとのこと。5杵屋勘五郎から3杵屋栄蔵に伝えられたものという。
97 ③4杵家弥七氏十七回忌追善曲（依頼により作曲）。
98 ⑦ ⑦ ②⑦「虫の合方」は2種類ある。




103 ⑥ ⑥1977/06/**。 ⑥大正末に3杵屋栄蔵より習う。昭和33年3月の3栄蔵による放送で数箇所改訂。既刊目次あり。
104 ⑥ ⑥1977/08/**。
105 ⑦ ⑦ ⑦
106 ⑦ ⑦ ②⑦舞踊の場合の注記あり。素唄の形式についての注記あり。
107 ④ ④1969/11/**。
108 ⑤ ⑤ ⑤1975/03/**。
109 ⑦ ⑦ ①1934/04/23発行。
110 ⑦ ⑦
111 ⑦ ⑦ ①⑦ ①1938/05/23発行。
112 ⑦ ⑦ ①1932/10/03発行。
113 ①1936/06/06発行。
114 ⑥ ⑥1977/02/**。 ⑥正本連名あり。
115 ⑤ ⑤1975/03/**。 ⑤明治11年６月新富座。《花見踊》の下の巻として作曲されたもの。
116 ⑦ ⑦ ⑦第3回舞踊百扇会(昭和27年11月26-27日)に開曲。振付:花柳寿太郎。
117 ⑦ ⑦ ⑦《初音の頼み》《鶴ヶ岡悲曲》。長唄協会新曲。
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118 すいせんたんぜん 水仙丹前（門出京人形） 杵屋新右衛門/宝暦5 72
119 すえひろがり 稚美鳥末廣 10杵屋六左衛門/安政1 22 6-7 6-7
120 すがたのかがみせきでらこまち 姿の鏡関寺小町 2杵屋六三郎/明和2 204
121 すけろく 助六（花翫暦色所八景） 10杵屋六左衛門/天保10 31 10-8
122 せきさんやっこ 奴（関三奴） 4杵屋六三郎/文政9 5-6 104 5-6
123 せきのこまん 関の小万（四季花笠踊） 不明 8-1
124 せちこそで 歳旦　節小袖 2杵屋勝三郎/嘉永5 106
125 たいめんはなのはるごま 対面花春駒 1杵屋正次郎/寛政3 4-5 108 4-5
126 たかおさんげのだん 高尾懺悔の段 杵屋新右衛門/寛保4 6-5 6-5
127 たからぶね 宝船 不明 2
128 たけのひとふし 此君の一節 1杵屋六四郎/不明 82
129 たつみはっけい 巽八景 10杵屋六左衛門/天保10 117 14-9
130 だてまさむね 伊達政宗 3杵屋栄蔵/昭和15（三枝理学伝士作詞） 50 9-8
131 たまがわ 多摩川 5杵屋勘五郎/明治41（永井素岳作詞） 10 4-4 4-4
132 たまがわのつきのさらしの 玉川月の晒（二人晒･女夫晒） 2杵屋勝五郎/天保13 150
133 たまぎく 玉菊 3杵屋栄蔵/昭和2（木村富子作詞） 7 3-10 3-9
134 たまものまえ 玉藻前 10杵屋六左衛門/嘉永5 113
135 ちくまがわ 大薩摩　筑摩川 3杵屋正治郎/明治12 (54) 13-5
136 ちとせのまつ 千歳松 4杵屋六三郎/不明 107
137 ちょうちどりふうりゅうさんばそう 蝶千鳥風流三番叟 3杵屋栄蔵/昭和12（内田水中亭作詞） 8-7
138 つきのかおもなかのなとりぐさ 月顔最中名取種（鬼次拍子舞） 1杵屋正次郎/寛政5 96
139 つきのまき 月の巻（月雪花蒔絵の巵） 4杵屋六三郎/文政10 74 75
140 つちぐも-1 土蜘中之段 大薩摩浄空/明治7 59
141 つちぐも-2 土蜘下之段 大薩摩浄空/明治7 60 60
142 つなやかたのだん 渡辺綱館之段　附曲舞 大薩摩絃太夫/明治2 51
143 つるかめ 鶴亀 10杵屋六左衛門/嘉永4 27 12-2
144 でっち 丁稚（其九絵彩四季桜） 1杵屋勝五郎/文化12
145 てながざる 手長猿（親鸞･六） 杵屋栄二/昭和36（吉川英治原作） 11-10
146 ときわのにわ 常磐の庭 10杵屋六左衛門/嘉永4 14-7
147 とくさかり 木賊刈(姿花穐七種) 1杵屋正次郎/寛政9 109
148 とばえ 鳥羽絵（八重九重花姿絵） 10杵屋六左衛門/天保12 58 9-9
149 ともやっこ 供奴（拙筆力七以呂波） 4杵屋三郎助/文政11 13-4
150 とんびやっこ 初鰹の戯奴僕（鳶奴） 4杵屋六三郎/文化11 80
151 なりひら 業平（遅桜手爾葉七字） 杵屋栄二復曲/昭和30 12-6
152 なりひらこまち 業平小町(六歌仙容彩) 10杵屋六左衛門/天保2 5 3-4 3-4
153 なんこう 楠公 13杵屋六左衛門/明治35 4 7-5
154 にわかかしまおどり 俄鹿島踊（四季詠寄三大字） 1杵屋勝五郎/文化10 114
155 にわかじし 俄獅子 4杵屋六三郎/天保5 9-3
156 ねこのつま めりやす　猫のつま 杵屋作十郎/明和1 2-2 2-2
157 ねやのしおり 唄浄るり　閨の栞 杵屋六三郎カ/明治7 10-9
158 のきすだれ 軒簾 杵屋彌十郎/明治年間 6-1 6-1
159 のきばのまつ 軒端松 2杵屋勝三郎/弘化2 81
160 のりよりみちゆき 範頼道行（道行花の雪吹） 1杵屋佐吉/安永10 9-2
161 はしべんけい 橋弁慶（遅桜手爾葉七字） 杵屋栄二復曲/昭和30 12-8
162 はしべんけい 橋弁慶 大薩摩絃太夫/文久2 39 6-2 6-2
163 はつしぐれ 初しぐれ 10杵屋六左衛門/天保10 8 7-4
164 はつねのひ 初子の日 4杵屋六三郎/天保4 37 5-4 5-4
165 はなかつみ 花かつみ 3杵屋栄蔵/昭和26（渥美清太郎作詞） 4-8 4-8
166 はなぐるまいわいおうぎ 花車岩井扇 1杵屋正次郎/寛政4 119 10-2
167 はなじあい 花試合　鎗踊 5杵屋勘五郎/大正年間 99
168 はなのとも 花の友 杵屋三五郎/天保年間 2-7 11-7
169 ばばさきおどり 馬場先踊 不明 10-1
170 はままつかぜこいのよみうた 浜松風恋歌 9杵屋六左衛門/文化5 5-3 5-3
171 はるあき 春秋 5杵屋勘五郎/明治36 46 4-2 4-2
172 はるかぜ 春風（門松） 12杵屋六左衛門カ/明治1 123
173 はるさめがさ 春雨傘 12杵屋六左衛門/明治30 7 13-10
174 はるのいろ 端唄　春の色 4杵屋六三郎/弘化2 122
175 はるのしらべ 春の調 2杵屋勝三郎/慶應1 11
176 はるのしらべむすめななくさ 春調娘七種 2杵屋六三郎/明和4 8-6
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118 ④ ④1971/02/**。 ④譜本名称「杵栄けいこ本」
119 ⑦ ⑦ ①1934/10/20発行。
120 ⑥ ⑥1977/03/**。
121 ⑦ ⑦ ①1936/08/08発行。
122 ⑦ ③⑤ ⑦ ⑤1974/07/**。
123
124 ⑤ ⑤1974/10/**。 ⑤正本の所在と歌詞の訂正に関する覚書あり。
125 ⑤⑦ ⑦ ⑤1974/12/**。 ⑤正本連名あり。
126 ⑦ ⑦ ③昭和33年7月師改訂。
127 ①1930/01/25発行。 ①昭和16年の既刊目次では第52編(《禿》と合本)となっている。
128 ⑤ ⑤1972/03/**。
129 ⑥ ⑥⑦ ⑦ ⑥1976/07/**。
130 ⑦ ⑦ ①1940/03/07発行。
131 ⑦ ⑦ ①1933/07/11発行。
132 ⑥ ⑥1976/06/**。 ⑥正本連名あり。
133 ⑦ ⑦ ①1932/01/01発行。 ①譜本は2種類あり。②⑦上調子は開曲時に栄二作曲→消滅、昭和16年6月編曲、昭和25年7月一部改曲。
134 ⑤ ⑤ ⑤1975/04/**。 ⑤《玉藻前》は2曲あり現存曲は10杵屋六左衛門作曲のこの曲であることが記されている。
135 ⑦ ⑦ ⑦ ①不明。 ①資料未確認。既刊目次による。
136 ⑤ ⑤1974/11/**。 ⑤正本連名あり。
137 ⑤1973/09/**。
138 ⑤ ⑤1973/07/**。




143 ⑦ ⑦ ⑦ ①1936/03/28発行。
144 1968/05/**
145 ⑦ ⑦ ⑦第16回芸術祭主催公演創作長唄(昭和36年11月30日、東京都文化会館)。
146 ⑦ ⑦
147 ⑤ ⑤1975/01/**。
148 ④ ⑦ ⑦ ④1969/06/**。
149 ⑦ ⑦ ⑦
150 ⑤ ⑤1971/12/**。
151 ⑦ ⑦ ⑦ ⑦《越後獅子》へのツナギの合方の譜あり（昭和42年11月坂東三津五郎所演時）。
152 ⑦ ⑦ ①1931/05/05発行。
153 ①1930/10/26、1931/05/05発行、1940/03/**再版 ①譜本は2種類あり。
154 ⑤ ⑤ ⑤1975/06/**。 ⑤正本連名あり。
155 ⑦ ⑦
156 ⑦ ⑦
157 ⑦ ⑦ ⑦連名あり。「版本連名の立三絃に杵屋六三郎とあれど作曲者なるか不明」とある。
158 ⑦ ⑦ ③⑦替手：栄二補曲。
159 ⑤ ⑤ ⑤1972/02/**。
160 ⑦ ⑦ ⑦初演時の情報を記載。
161 ⑦ ⑦ ⑦ ⑦復曲初演時の段切の譜あり。
162 ⑦ ①⑦ ①1937/09/26発行。
163 ①1932/10/03発行。
164 ⑦ ③ ①⑦ ①1937/05/31発行。
165 ⑦ ⑦ ③⑦坂東流舞踊曲。坂東会大会（昭和26年9月28日歌舞伎座)に開曲。
166 ⑥ ⑥⑦ ⑦ ⑥1976/10/**。 ⑥正本連名あり。
167 ⑤ ⑤1973/11/**。 ⑤明治末か大正初期帝国劇場女優主演の所作。大正初期に杵屋五三郎氏より教え受く。
168 ⑦ ⑦
169 ⑦ ⑦ ⑦志賀山流に残る若衆歌舞伎時代の曲。
170 ⑦ ③ ⑦
171 ⑦ ⑦ ①1939/03/24発行。
172 ⑥ ⑥1977/01/**。 ⑥12杵屋六左衛門から伝授をうけた堅田喜千治より教わる。
173 ⑦ ⑦ ⑦ ①1932/01/01発行。









177 はんだいなり 半田稲荷（四季詠寄三大字） 1杵屋勝五郎/文化10 112
178 ひとりわんきゅう 一人椀久 不明 90 13-2
179 ひなづるさんばそう 雛鶴三番叟 不明/(宝暦5) 47 5-1 5-1
180 ひょうたんなまず 瓢箪鯰（拙筆力七以呂波） 10杵屋六左衛門/文政11 24 8-3
181 ふどう 唄浄るり　不動 4杵屋六三郎/文政4 98
182 ほうらい 蓬莱 4杵屋六三郎/不明 1,2
183 ほたるがり 蛍狩 杵屋栄二/昭和30（竹柴蟹助作詞） 5-10 5-10
184 まいおうぎそのおのうめ 舞扇園生梅 2杵屋正次郎/文化3 8-8 101
185 まくらじどう 枕慈童 5杵屋三郎助/万延2 102
186 まつ 松 3杵屋栄蔵/昭和16（佐佐木信綱作詞） (55) 1-10 1-9
187 まつのおきな 松の翁（園中松樹調） 3杵屋正治郎/明治10 3-7 11-5
188 まつのみどり 松のみどり 杵屋六翁/天保年間 21 21
189 みつのことぶき 三つの寿 杵屋栄二/昭和27（渥美清太郎作詞） 7-10
190 みめより 美面より 2杵屋正次郎/文化6 57
191 みやこどり 都鳥 2杵屋勝三郎/安政2 43 11-9
192 みるつき 見月（月五首） 11杵屋六左衛門/元治1 7-8
193 むつのはなさくらのふること 六花桜故事（六つの花） 杵屋彌十郎/慶應1 116
194 むらさき 大薩摩　紫 3杵屋栄蔵/明治41（山岸荷葉作詞） 53 11-6
195 やりやっこ 鎗奴 不明 8-9
196 ゆかりのつき ゆかりの月 9杵屋六左衛門/文政9 1 1-3 1-3
197 ゆきじょろう 雪女郎 3杵屋栄蔵/昭和2（木村富子作詞） 7-7
198 ゆたかのはる 豊の春 杵屋六之助/弘化2 1,6 2-3 2-3
199 ようきひ 楊貴妃 杵屋栄二/昭和30（吉井勇作詞） 4-10 4-10
200 よこぶえ 横笛 3杵屋正治郎/明治中期 105
201 よしのてんにん 吉野天人 1杵屋六翁/天保14 14-2
202 よるのつるつなでぐるま 夜鶴綱手車 冨士田吉治･錦屋惣治/明和2 3-8 115 3-7
203 らしょうもんのだん 羅生門之段 大薩摩浄空/慶應2 67
204 らんぎくのこちょう 乱菊の胡蝶（やしき娘） 杵屋三五郎/天保10 92
205 らんぎくまくらじどう 乱菊枕慈童（菊慈童） 杵屋忠次郎/宝暦7 66 66
206 りっしゅんのまめうち 立春豆打（七重咲浪花土産） 10杵屋六左衛門/弘化3 21 21 14-6
207 りょうし 漁師（辻花七化粧） 2杵屋勝五郎/天保3 2-5 94 2-5
208 るりのつや めりやす　瑠璃の艶 不明 7-1
209 れんじし 連獅子 不明 (53)
210 わかなつみ 若菜摘（花■十二月所作） 2杵屋勝五郎/天保11 10-4
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177 ⑤ ⑤ ⑤1975/04/**。 ⑤文化10年3月中村座坂東三津五郎十二ヶ月所作事の一覧あり。
178 ⑤⑦ ⑤⑦ ⑦ ⑤1973/01/**。 ⑦「某唄本(活字本)に安永元年とあれど何によりたるものなるか」とある。
179 ⑦ ③ ⑦ ①1939/03/24発行。
180 ①1934/12/13発行。
181 ⑤ ⑤1973/09/**。 ⑤正本連名あり。
182 ①1929/10/15発行、1930/01/25発行、1940/03/28再版。 ①譜本は3種類あり。1929年の発行では第1編、1930年発行、1940年再版では第2編。
183 ⑦ ③ ⑦ ③⑦昭和30年4月坂東三津加寿の依頼により舞踊地として作曲。
184 ⑤ ⑤ ⑤1974/02/**。 ⑤正本連名あり。
185 ⑤ ⑤1974/03/**。
186 ⑦ ⑦ ①不明。 ①資料未確認。既刊目次による。②⑦「藤間勘右衛門派の名取試験用の曲として作曲されしもの」
187 ⑦ ⑦ ②⑦3杵屋正治郎の作曲の経緯について記載。
188 ④ ①1934/10/20発行、1938/05/17再版。④1970/03/**再版。 ④1934/10/**オフセット初版。
189 ③昭和27年11月28日新橋演舞場。坂東三津加舞踊会。
190 ⑥ ⑥1976/05/**再版。 ⑥「栄二譜本」とある（譜本番号としては「杵栄譜本」の範囲）。正本連名あり。
191 ⑦ ⑦ ①1938/09/29発行。
192 ③10杵屋六左衛門七回忌追善曲。《見月》の演奏者連名。
193 ⑤ ⑤ ⑤1975/06/**。 ⑤正本連名あり。
194 ④ ⑦ ⑦ ④1968/07/26。 ④⑦3杵屋栄蔵の処女作（醤油に関した宣伝の曲という）。作詞者山岸荷葉は尾崎紅葉門下。
195
196 ⑦ ⑦ ①1929/10/15発行。
197




202 ⑤ ⑤⑦ ⑦ ⑤1975/06/**。 ⑤正本連名あり。
203 ④ ④1970/06/**。
204 ⑤ ⑤1973/02/**。 ⑤大正初年に藤間勘寿郎（市川米蔵）の妻より習う。
205 ④⑤ ④1970/05/**。⑤1970/05/**。1975/06/**再版。 ④表紙に「訂」とある。
206 ④ ⑦ ⑦ ①1934/10/20発行、1938/05/17再版。④1970/03/**再版。 ①譜本は2種類あり。④1934/10/**オフセット初版。
207 ⑤⑦ ⑦ ⑤1973/05/**。 ②作曲者名は2杵屋勝三郎。「お前は沖の～おもしろや」は廃曲を4杵屋勝太郎が復元。
208
209 ①不明。 ①資料未確認。既刊目次による。
210 ⑦ ⑦ 譜本曲名の■は「兄」と「弟」の合字。
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A Study of “Eiji-fu”: Scores of Japanese Music Transcribed 
by Kineya Eiji
Hoshino  Atsuko
　　Nagauta shamisen performer, Kineya Eiji (1894-1979) was not only active as an accompanist of 
kabuki performed by famous players but is also well known for his devoted study of repertoires of 
nagauta of which there were not so many transmitters or which were not popularly performed. 
　　In this paper, a report is made of the scores transcribed by Kineya Eiji, placing focus on the 
distinguished services that he provided to the transmission of nagauta . Eiji started to transcribe 
scores when he faithfully recorded the repertoires that he learned from his master, Kineya Eizo III 
so that he would not forget them. He then learned rarely performed repertoires from nagauta 
performers of other schools and wrote them down. He eventually employed his own notation to 
transcribe the results of his studies into scores. Although scores of Japanese music are often 
expressed with numbers, Eiji used three types of kana letters, and the scores that he wrote are 
generally called “Eiji-fu.” From around 1929, Eiji began to publish the scores in earnest, first under 
the supervision of Kineya Eizo III. Of the “Eiji-fu” published, the present author has confirmed 7 
types of scores, totaling 210 repertoires. 
　　Eiji was designated Holder of Important Intangible Cultural Property in 1964 for his 
performance and studies. Using the subsidy he received, Eiji published Eiji fuhon and what may be 
called a comprehensive study of his works, Eiji sangen-fu . 
　　In the present study, Eiji’ s personal history and the results of his studies of nagauta are 
examined, based on articles of interview with Eiji and the recollections of his fellow performers. The 
rules that he used in notating “Eiji-fu” and the circumstances surrounding publication are also 
analyzed. A list of the scores of 210 repertoires is attached at the end. 
